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戸田市 

～生活習慣病対策講座～ 
 

(１) 取組の概要 

「生活習慣病対策講座」は、市民の健康づくりの一環として糖尿病、慢性腎臓病予防

を目的に平成２５年度から実施している。 

この事業では、広報やホームページ、ポスター等で受講者を募集し、また過去の戸田

市国民健康保険特定健康診査のデータから、糖尿病予備群、慢性腎臓病予備群を選定し、

個別通知によって受講を促している。知識の普及と生活習慣改善を目標に専門医や管理

栄養士による講義と調理実習などの実技を行っている。 

生活習慣病予防の基礎知識を身につけることで、受講者の糖尿病、慢性腎臓病予防に

つながり、また受講者のみならず家族や友人への伝達により知識が波及することによっ

て、今後、生活習慣病の予防、健康寿命の延伸につながると思われる。また、将来増大

が予想される医療費・介護給付費等の抑制にもつながると思われる。 

 

(２) 取組の契機 

(ア) 高齢化率の上昇 

埼玉県による市区町村別平均年齢の資料によると、戸田市の平均年齢は３９．７歳

（平成２６年１月１日現在）と埼玉県下 1位の若い県である。平成２６年度埼玉県町

（丁）字別人口調査では、高齢化率は１５．０％と県平均２２．７％と比較して低い

状況にある。しかし、将来推計人口によると、平成４７年には２７．０％となり、今

後急速に高齢化が進展すると予測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 22年までは、国勢調査人口 

平成 27年以降は、『日本の市区町村別将来推計人口』（平成 20年 12月推計）(H17 国勢調査から推計) 

 

(イ) 医療費の増大 

戸田市の国民健康保険加入者一人当たりの医療費は、埼玉県内市町村平均と比較す

ると全体は低いが、前期高齢者（６５歳以上７５歳未満の人）の医療費は高く、平成

２３年度は県内６３市町村中、第２位であった。戸田市の第２期戸田市国民健康保険

特定健康診査等実施計画（平成２５年度）によると、医療機関が各健康保険組合に請

健康長寿に係る先進的な取組事例 



2 

 

求する診療報酬明細書の件数（入院以外）は、糖尿病や高血圧、心疾患などの生活習

慣病が約４割を占めている。生活習慣病患者が増加することにより、医療費は年々増

大していくことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ) 健康寿命の延伸 

県は健康寿命を「６５歳に達した県民が自立した生活を送る期間（要介護２以上）

になるまでの期間」と定義している。戸田市では平成２４年は、男性１５．７１歳、

女性１８．９６歳と男女とも県平均より短い。また、（イ）で述べたとおり、医療機

関にかかる（入院を除く）原因の４割は生活習慣病であることが分かっている。その

ため、第２次健康増進計画では、高齢になっても健康で自立した生活を送るために、

望ましい生活習慣を身につけ、健康寿命を延ばすことを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ) 取組の内容 

事業名 生活習慣病対策講座 

事業開始 平成２５年度 

  

 平成２６年度 平成２５年度 

予 算 

１８８千円 

・郵送料  ・専門職賃金 

・講師謝礼 ・資料 

１５９千円 

・郵送料  ・専門職賃金 

・講師謝礼 ・資料 

参加人数 延べ人数１１６人（実５３人） 延べ人数１３７人（実６４人） 

期 間 ６月下旬～７月上旬 ４回 ６月下旬～７月上旬 ４回 

実施体制 戸田市福祉保健センター 戸田市福祉保健センター 

 

図 2 戸田市の医療費の推移 

図 3 戸田市の健康寿命 
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平成２６年度事業内容 

① 市民への周知（平成２６年６月） 

１８歳以上の市民及び在勤者を対象に広報、ホームページ、ポスターで募集を行っ

た。また、戸田市国民健康保険特定健診データから糖尿病予備群、慢性腎臓病予備群

を選定し教室の案内と共に疾病に関する資料を送付することで知識の周知を行った。

個別通知者の選定基準は以下のとおり。 

糖尿病予備群 戸田市国民健康保険特定健康診査受診者のうち、平成２４・２５年

度２年間連続して HbA1c６．０％以上(NGSP 値)以上 

慢性腎臓病 

予備群 

平成２５年度戸田市国民健康保険特定健康診査受診者のうち、ｅ-Ｇ

ＦＲ（推算糸球体濾過量）がステージ３以上（治療中は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 講座の実施（平成２６年６月～７月） 

講座は下記のとおりテーマが異なる内容の講座を全４回実施した。連続での受講は

必須ではなく、１回のみの参加も可とした。 

回 内容 講師 参加数 

通知者の参加数・割合 

糖尿病予

備群 

慢性腎臓病

予備群 

合計 

１ 

【糖尿編】 

・糖尿病のアレ、コレ知ってる？ 

～自分の血糖値を知ろう！～ 

・恐怖の歯周病菌って何？ 

～予防の方法を知ろう！～ 

専門医 

歯科衛生士  

３０人 

 

 

９人 

３０％ 

 

５人 

１６．６％ 

 

１４人 

４６．７％ 

 

２ 

【慢性腎臓病編】 

・慢性腎臓病ってどんな病気？ 

～自分の腎機能を知ろう！～ 

専門医 

保健師 

３２人 ２人 

６．３％ 

８人 

２５％ 

１０人 

３１．３％ 

３ 

【食生活編】 

・予防は食事が秘訣って知ってた？① 

～自分の 1 日塩分摂取量を知ろう！～ 

管理栄養士 ３１人 ３人 

９．７％ 

６人 

１９．４％ 

９人 

２９．０％ 

４ 

【調理実習編】 

・予防は食事が秘訣って知ってた？② 

～自分で作って、食べて感じてみよう！

～ 

管理栄養士 ２３人 ４人 

１７．４％ 

４人 

１７．４％ 

８人 

３７．８％ 

 

 

 

 

個別通知 表 (慢性腎臓病予備群) 個別通知 裏 (慢性腎臓病予備群) 
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・第１回 【糖尿病編】 

糖尿病の基礎知識について専門医による講義と歯周病予防についての歯科衛

生士による講義を実施した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・第２回 【慢性腎臓病編】  

慢性腎臓病の基礎知識について専門医による講義を実施した。講義後には、

「自分の腎機能を知ろう！」というテーマで、保健師による講義内容の振り返

りを行い、チェックシートを用いて受講者が e-GFR 値を計算し、自分の腎機能

について確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第３回 【食生活編】 

管理栄養士による、生活習慣病予防のための食生活の講義を実施した。「塩分チ

ェック表」を用いて、受講者それぞれが日頃の塩分摂取量を計算し、食生活の振

り返りを行った。 

 

・第４回 【調理実習編】 

管理栄養士による、献立作成に関する講義・調理実習を実施した。生活習慣病

予防のための減塩の食事と季節野菜を取り入れたメニューをグループごとに調理

し、試食した。 

  

  

右：「自分の腎機能を知ろう！」チェックシート 

写真：保健師による講義内容の振り返り 

写真 歯科衛生士による講義の様子 写真 専門医による講義の様子 
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③ 健康づくりポイント事業へ参加勧奨 

    健康づくりポイント事業とは、生活習慣を改善したり、運動習慣を確立すること

を目指す事業である。生活習慣改善に取り組むとポイントが付与され、貯めたポイ

ントで抽選によって賞品を貰える仕組みになっている。健康に関心があっても実践

できない市民への動機付けとして平成２６年から開始した。講座終了後にも良い生

活習慣が継続出来るように、事業の参加を勧奨し、約１７人が参加した。 

 

④ アンケートの実施（平成２６年６月～９月） 

    各講座の直前、直後に受講者へアンケートを実施した。また、慢性腎臓病編を受

講した３２人を対象に講座実施２か月後に「振り返りシート」として、生活習慣に

ついて調査をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(オ) 取組の効果 

  平成２６年度に慢性腎臓病編に受講した人へ実施した、講座直前と直後のアンケート

と２か月後に実施した「振り返りシート」の結果から取組みの効果について検討した。 

① 正しい知識の普及 

慢性腎臓病に関する以下の設問について３つの選択肢から回答を選んでもらった。

正答率は以下のとおりであった。 

  

写真 管理栄養士による講義の様子 

 
 

写真 実際の試食メニュー 

慢性腎臓病編の受講者へ実施した「振り返りシート」 
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正当率について直前と直後を比較すると、設問①では４８ポイント、設問②では４

５ポイント上昇している。また、直後と２か月後を比較すると、設問①では１７ポイ

ント低下したが、設問②では７ポイント上昇している。しかし、どちらも直前より高

くなっている。これらの結果から、講座受講により正しい知識を得られたと言える。 

 

② 生活習慣改善の意欲向上・継続 

日常取り組んでいる生活習慣、今後取り組みたい生活習慣について１０点満点の設

問を設け、回答をしてもらった。講座直前と直後を比較すると、一人平均０．２ポイ

ント上昇しており、２か月後においても、わずかだが上昇していた。このことから、

講座を受講したことによって、生活習慣改善への意欲が向上、継続していると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他の効果 

・主観的理解度の上昇 

「あなたの慢性腎臓病に関する知識・理解度は１０段階中どのあたりですか？」と

いう設問を設け、０～１０点の間で回答をしてもらった。講座直前と直後を比較する

と、一人平均３．８ポイント上昇していた。２か月後においては、直後と比較すると

低下しているが、直前と比較すると２．７ポイント上昇している。このことから、講

座に受講したことによって知識・理解が深まったと感じていると言える。 

設問 直前正答率 直後正答率 2か月後正答率 

①CKD とは何か？ ５２％ １００％ ８３％ 

②腎機能の指標は？ ４１％ ８６％ ９３％ 
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①CKDとは？

②慢性腎臓病の指標は？

 

図 4 受講後の知識の比較 
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図 5 受講後の生活習慣改善意欲の比較 
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・知識の周知 

  ２か月後「振り返りシート」の設問の中に「今回の生活習慣病の講座で得た知識

を、周囲の人に伝えましたか？」という項目を設けた。その結果、２９人中２５人

（８６％）が身近な人に伝えた、または今後伝えようと思っていると回答し、その

相手は家族が最も多く、講座受講者のみならず、受講していない家族への周知につ

ながったと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(カ) 成功の要因、創意工夫した点 

① 戸田市国民健康保険特定健康診査データから対象者を選定したこと 

特定健診のデータから、糖尿病予備群、慢性腎臓病予備群を選定し、講座参加勧奨

の個別通知をすることにより、講座の受講へつながった。また、受講しない人にも、

資料を送付したことで生活習慣病に関する知識の普及ができた。 

 

② チェックシートを活用したこと 

慢性腎臓病についての理解を深めるために、e-GFR 値を計算する「自分の腎機能を

知ろう！」というチェックシートを作成し、講義の中で使用した。「自分の腎機能に

ついて分かって良かった」という感想もあり、自分の腎機能について知る機会となっ

た。 

 

(キ) 課題、今後の取組 

① 生活習慣病の知識がない人に知識の普及をすすめていく 

アンケート結果から、元々良い生活習慣がある方々が受講している傾向があり、

生活習慣病の知識が少ない方が受講するような効果的なアプローチをしていくこ

とが課題である。 
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図 6 受講後の主観的理解度の比較 

  

図 7 周知した人の割合 図 8 知識を伝えた相手 
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